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文書があ り,漢文の通則では解釈できない上に,純 粋の元代漢語の口語 とも
違っている.こ れは,漢語固有の文法規則 と用語法を無視 して,直接モ ンゴル
語の原文から機械的に翻訳 した一群の公文書である.我 々は,元代の公文書の
この種の文体を直訳体と呼ぼう.
今日に残存する元代の直訳体の公文書は,多 くは元廷の朝議記録 ・聖旨 ・令
旨や中書省 ・御史台の文書であり,内容は非常に広汎で,政 治 ・経済 ・文化 ・






















別を説明 してみよう.明初,洪 武帝の詔詰の一部はモンゴル語に訳 されたが,









如何 に典雅な文章であれ,直 訳体に改めれば,今 日からみて非常に奇妙で卑
俗な文章となって しまうことが,こ こから知 られるであろう.















濫用 し,ひ どい場合には,誤字や当て字がある.例 えば,「椚」を「毎」と書き,
「鰺」を「勾」と書 き,「根」を「眼」と書 き,「一椿」を「一装」と書 くなどである.
3.語彙の面では,直訳体の中には,モ ンゴル語や他の民族の言語からの外来
語が しばしば現れる.あ るものは直接の音訳である.例 えば:「別里寄(モンゴ
ル語:証 拠書類)」,「札薩(モンゴル語:法 ,掟)」,「市忽(ペルシャ語起源のモ
ンゴル語:ユ ダヤ教のラビ,ユ ダヤ人)」.あるものは意訳である.例えば:「肚
皮(モ ンゴル語:賄 賂)」,「根脚(モ ンゴル語:官 員の出自,は じめ)」,「道子
(モンゴル語:小 道,仕途,道 理)」.これらの語は,単 に漢語の習慣 ・感覚では
理解の しようがない.
語法の面では,モ ンゴル語の複数語尾 ・格語尾と形動詞 ・動詞の語尾を機械
的に翻訳 し,モンゴル語の語法規則にしたがってそれらを語末に付けており,
漢語の規則 には意 を配っていない.例 えば,「把侮」は 「伯桁 」「侮根底」と書
き,「対他個」は「他毎根底」と書 き,「有旨」は「聖旨了也」と書 くなどである.












ていて,少 しも句読点を切る緒が無 く,意味が曖昧模糊としていて,言 ってい
ることが分からないと,時 に読者に感 じさせる.
最 も適切な読解方法は,蒙 句蒙読,漢 句漢読であ り,およそ蒙文直訳の部分






5.名詞.モ ンゴル語の名詞は単数 と複数に分かれ,直訳体では,し ばしば,























ル語を音訳 した外来語を しばしば用いる.例 えば:「首思」は,す なわち砥応,
酒食の補助の提供である.「李蘭奨」は,す なわち遺失物,逃 散 した無籍の人 ・
奴碑,お よび無主の家畜 ・財物を指す.そ の他,達 魯花赤 ・札魯忽赤 ・探馬










第一 我 俺,俺 毎,阿 毎


















に類似 していて,時 制の有る静詞であって,文 中において名詞の働 きをするこ
とができる.また,単 数形 ・複数形があ り,後に格語尾を加 えて格変化 を起 こ




らば,ま た,下 に 「毎」の字を加 える.例 えば:
常川喫肉茶飯的毎.一 いつも生臭 ものを食べている者 ども.
怯憐口裏,匠 人 ・校尉裏入去了的.
一 法憐 口に(或いは),人 匠 ・校尉になった者.
これ らは,共 に名詞の働きをする形動詞である.動詞の働 きをする形動詞


















教画虎児 ・兎児者,雲 彩 ・龍児 ・犀牛休画者.




いる.こ れらは,日本語の接続助詞「ば(… ・ならば)」と「と(・… すると)」に
類似 している.直訳体の中では「呵」とされ,モ ンゴル語における動詞の語尾の
形式に従って,動詞の後に置 く.例えば:
好収呵,各 家毎口留粟一斗;不 収呵,却 与他毎食.も し収穫が豊富で
あれば,戸 口毎 に一斗の米を残 して(義倉に入れ);もし収穫が不良なら
ば 庫ちに(取り出 して)彼らに与えて食らわしめる.
後頭掌住呵,便 教掌住的人要者.一 もし今後捜査のうえ逮捕 したなら
ば,直 ちに断 じて逮捕 した者に(褒賞を)給付せ よ.
奏呵,奉 聖旨:「那般者」.一 上奏すると,「その通 りに処置せよ」との皇
帝陛下のお言葉をいただいた.
(5)動詞の条件法は,印 欧言語学的なモ ンゴル語文法では,条 件副動詞と呼ばれる.
(161)
這般宣諭了呵,別 了的人毎要罪過者.こ のように宣諭 したからには,
(以後)違反 した者は,直 ちに罪せよ.
前二者の例では,「呵」は仮定を表 し,後二者の例の「呵」は,一個の動作が別











直訳体の中で,現在形は 「有」とし,過去形は 「来」・「有来」と書 く.
道不是有来.謎 責 した.「道不是」は,モ ンゴル語の「謎責」・「叱責」の
直訳であ り,助動詞 「有来」を加えて,過去に謎責 したことを表す.




a。・bかは,ま た述語静詞の判断動詞の働きをもたらす.現 在形は 「有」と訳
し,漢語の 「是」に等 しく,過去形は 「有来」と訳 して,「曽是」に等 しい.
台家官人毎的言語是有.一 御史台の官員の言 うことは正 しい.(原文の
「是:」は,「是非」の 「是」)
紗法 ・塩貨的勾当,官 民得済的勾当有.一 鋤法 ・塩法の業務は,官民に
とって有益なことである.
(162)
我的生 日二月初六日有.私 の誕生 日は二月六Erである.
直訳体の中で,モ ンゴル語 に由来する動詞と助動詞の現在形の「有」の字は,




ここでは,句 読点を切 り間違って,「有金銀… ・」・「有根脚裏… ・」というよ
うに読んでしまいやすい.「説有」は,動 詞「説」の現在形である.「是紗的本有
(鋤の準備金である)」の 「有」は,述語静詞の判断動詞であり,文章の末尾に置
いて,漢語の判断動詞 「是」と重複 したかたちで併存 している.
モンゴル語の動詞gehe一は,漢語の「説」・「想」・「叫作」・「以為」の意味であ
る.また,一種の特殊な助動詞で もあ り,引用やある種の内容叙述の後に置く
が,こ の点,日 本語の格助詞 「と」に類似してお り,意味は漢語 「云々」に等 し








分自身の俸銭だ」と称 して,機 に乗 じて公金を支出してしまう.
「… ・忽生?」塵道奏呵,「那般者」塵道聖旨了也.「 … ・とするのは如
何でございましょうか?」と上奏すると,「そのようにせ よ」とのお言葉
を頂いた.
第一 ・第二の例の中の 「塵道」は動詞であって,「思 う」「言う」の意味であ
る.第 三と第四の例の 「塵道」は助動詞であって,「推着」・「奏」の語の意味を
(163)
補っている.こ れら全ての「塵道」は,み な例文の ように引用あるいは内容叙述
の後に置かれ,そ のうえ各々異なる時制を有 している.
もう少 し簡単に言えば,こ う言 えるであろう:動詞 ・助動詞 「有」,「塵道」






である.例 えば,漢 語の 「把他」は,直 訳体の中では 「他根底」・「他行」と表
し,「対他」・「向他」は,「他行」・「他根底」と書 く.漢語の中にもごく少数の後
置詞があ り,例えば,領 属関係を示す 「的」は,用 法がモ ンゴル語 と同 じであ







官人毎根底,軍 毎根底宣諭的聖旨.官 員,兵 士達に下達 した聖旨.
百姓毎根底銭糧要有.一 人民の ところから銭糧を徴収する.
百姓毎根底競争有.一 人民ともめごとを起こす.





ができる.本稿では,こ れ らの 「格語尾」さえも介詞とみなす.
(164)
ない.







私下檀自飛放的行掌着呵,那箇 日頭裏騎的鞍馬 ・弓箭 ・鷹 ・狗行他毎的要
了者.も し,鷹狩を勝手にした者を探査捕獲 したならば,直 ちに彼
らが当日騎乗 していた鞍を置いた馬 ・弓矢 ・鷹 ・猟犬を全て没収せよ.
我行奏説.一 朕に上奏せよ.
上述の「根底」・「裏」・「行」は,印 欧言語学的モンゴル文法によれば,全 て格








く用いられ,慎 重に断言を避ける語気 を表す.例 えば:








の意味 を有する.文 中においては,述語の後に置く.例 えば:
百姓生受也者.一 恐らく,人民は苦 しんでいるだろう.
這般呵,掌 私塩的肯向前掌也者.こ のようにしたならば,私 塩の取締
を行う者は,き っと違反者の逮捕に励むはずだ.





いくつかの助辞は,モ ンゴル語から直訳 したものであるが,し かし,語順は
漢語に従って改め,結局,漢 語の口語の性質を具有する.例 えば:「但」は,強





作ることで,新 しい意味を派生 させる:「添気力」一 支持する ・加護がある,
「出気力」一 尽力する,「使気力」一 強制する.
「要罪過」には,「処罰する」の意味があ り,時制を持たせることができ,も し
「要了罪過」とすれば,已 に処分 したことを表す.「重要罪過」は,重 きに従い処
罰することを指 し,「重要な犯罪」などとは解せない.
「倣賊説説」は,モ ンゴル語の直訳であ り,邪悪な者 ・不法なこと一般を言っ













主語.主 語の文中における位置は,原則 として漢語 と変わ りない.
述語.モ ンゴル語の述語は,述語動詞 と述語静詞とに分かれ,後者がすなわ
ち表語である.述 語動詞は,主 語の後にあ り,この点は漢語 に同じい.同 時
に,又,目 的語の後にあ り,この点は漢語と相反する.述 語静詞(表語)は,静
詞あるいは形動詞から構成され,主語の後にあり,も し目的語があれば,述語















語法の差異にある.例 えば,「俺毎行有」は,「我々は行 く」であ り,語彙は不自
然だが,し か し,文章構造上は漢語 と違いはない.






り,「掌住呵」の目的語 となる.「要者」の 目的語は「他毎的娘婦核児,不 棟甚塵
諸物(妻 ・子 ・一切の資財)」である.こ れら二つの 目的語は共に述語の前にあ
る.
外頭強盗生発,往 来行的人毎根底 ・百姓毎根底井宮頭口好生楡盗了.
主語は 「強盗」.第一の述語 「生発(発生する)」は自動詞であ り,目的語を持
たない.第 二の述語 「楡盗了」の 目的語は,「往来行的人毎」・「百姓毎」・「官頭
口」であ り,並列 している三つの 目的語 は全て述語の前にある.介 詞 「根底」
は,目 的語と述語の関係を示 している.
14.目的語,あ るいは目的語前面にある付加成分は,主語の直後にあることか
ら,と きに厳密に主語 と区別 しにくくなりやすい.













中書省 ・御史台官人毎根底,宣 慰司 ・転運司 ・廉訪司官人毎根底,管 城子
達魯花赤 ・官人毎根底,軍 官毎根底,軍 人毎根底,各枝児頭 目毎根底,大
小諸衙門官人毎根底,打 捕戸昔宝赤毎根底,靖 赤毎根底,衆 百姓毎根底宣
諭的聖旨.
形動詞 「宣諭的」は 「聖旨」を修飾 し,前面に掲げ られた全ての人員は,後 に
介詞 「根底(に)」を加えて,「宣諭」の 目的語 を形成 している.この種の長い連
体修飾語を,も し,完全な漢文に換えたならば,別種の構造となる.例 えば,
『元典章』中に「皇帝聖旨,宣諭諸路府州司県達魯花赤,管 軍官,管 民官,諸 投
下官員,軍 民諸色人等」とあるが,こ れがその文章に当たる.
長い連体修飾語と長い目的語は,一 文の中に混在 し,文章構造 を複雑化 さ
せ,読 むのに骨が折れる.例 えば:
係官銭糧造作物料内剋落侵盗的 ・移易借貸的,観 面皮 ・要肚皮,教 百姓毎
生受,不 公不法的官吏毎根底監察毎 ・粛政廉訪司官人毎用心依体例体察的
毎根底,添 与他毎名分.
一 官の銭糧物品内か らピンハネや盗窃をしたり,貸借に流用 した りした
者,情 によって法を曲げ賄賂を貧 り人民を苦 しめる不公正で不法を働 く
官吏達を,監 察の者達 ・粛政廉訪司の官人達で意を用いて法律に従い捜
査 した者達については,彼 らを抜擢昇進 させる.
「係官銭糧… ・不公不法的」は,「官吏毎」の長い連体修飾語である.長い連体
修飾語を伴 う「官吏毎」は,後 に「根底」を加えて,「体察的毎」の長い 目的語を
作 る.「監察毎 ・粛政廉訪司官人毎用心依体例体察的毎」は副文であ り,後に介





















中に,さ らに引用句 「聖旨裏他毎的名字不是」があ り,後に「塵道」を加 えて,
その引用の印としてお り,これは,官員達が邪魔 をするロ実の内容を引用叙述
している.
ときに「塵道」は省略され,訳 出されない.例 えば,「忽生?奏 呵」では,「忽
生」の後は「塵道」を省略 している.も し,「忽生奏呵(いかに上奏すると)」と誤

















が,と きには,そ れとは異な り,かえって語意を曖昧にする.
外頭有的按察司察出来的馬牛米糧,伯 動着呵,頭 ロ毎死了有,米也絶燗了
有塵道,如 今対着管民官,教 倣証見,売 倣妙送将這裏来.

















順 に従って 「田:地」の前に置かれている.さ らにモンゴル語の格語尾 を直訳 し
【訳者注3コ
て,「田地」の後に「裏」の字を加えて奇妙な文章を作 り出 して しまった.
原載:「元代硬訳公腰文体」『元史論叢』第一輯(中華書局1982年)pp.164-178,
【訳者注2】 森安孝夫は漢字表記の 「斡脱」をウイグル語由来と考える.森安孝夫 「オル
トク(斡脱)とウイグル商人」(『近世 ・近代中国および周辺地域における諸民族の移動
と地域開発』(平成7・8年 度科学研究費補助金 基盤研究B2研 究成果報告
書),豊中,大阪大学文学部,lgg7年)pp.1-48;同著 「《シルクロード》のウイグル商人
ソグ ド商人とオル トク商人のあいだ一 」(『岩波講座世界歴史11中 央ユーラ
シアの統合」,東京,岩波書店,1997年)pp.93-119.
【訳者注3】 原載論文には,末尾に附録 として「硬訳文体公績標点注解十篇」がある.直
訳体の碑文 ・公文書 ・案件など十篇に句読を加え,若干の注解を附す.と くに 『高麗
史』に見えるオゴデイ時代の命令文など,有益な点があるが,紙 幅が倍増 してしまう
ので,残念ながら割愛する.その点,御 了解をお願いするとともに,是 非とも原載論
文を参覧いただきたい.
(172)
